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西夏語訳法華経覚え書き

吉池孝一

鳩摩羅什の漢訳法華経をさらに西夏語に訳した西夏語『法華経』木版折本が、ロシアの

東洋学研究所に所蔵されている。資料の全体は未だ公刊されていないけれども、序品第１

折より第３折まではカタログによって見ることができる 。その中に出てくる音訳語につ１）

いて、わずかながら気の付いた点があるので紹介する。

西夏語の韻書(発音辞典)には平声と上声の二種の声調の区別がある。平声は高平調で上

声は低昇調であったらしい 。そこで、漢語の音訳にあたって二種の声調をどのように利２）

用したかが気になった。漢語も西夏語も声調言語であるから、両者を対照することにより

双方の言語の声調が当時どのようであったか分かるのではないかと考えたわけである。手

始めに漢語の固有名詞の音訳について調べてみた。その結果はつぎのとおりである。

漢語訳は『法華経』(坂本幸男・岩本裕訳．岩波文庫)、西夏文字フォントは『今昔文字

鏡』(文字鏡研究会)、( )で括った西夏文字の情報は声調範疇と発音であり『夏漢字典』

(李範文著)によった。なお漢字の後に付した( )は漢語中古音の声調範疇である。
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翻訳にあたってどの様な漢語底本を使用したか分からないけれども、通行の羅什訳本と

大きく異なることはなかったとすると、漢語の声調と西夏語の声調とは直接の対応は無い

ようにみえる。どうも、漢語固有名の音訳にあたり、西夏語では２つの声調の型をもって

受け止めたようである。ひとつは上声に始まり平声に終わる型、今ひとつは平声のみの型

である。例外は幾つかある。下表をご覧いただきたい。数字は上表左端の番号にあたる。

ア． 上声→平声 ：２，４，８，１０，１２，１９

平声→平声 ：３，５，１１，１３，１４，１６，１７，２１

イ． 不詳)→上声→平声：１罩(
不詳)→平声→平声：９罩(

)→平声 ：２０樅(不詳
ウ． その他(平声→上声) ：６，７，１５，１８

アによると、平声の後に上声は続かない、語末は平声、という傾向を見て取ることがで

きる。イは後で述べる。ウは平声の後に上声が続く例であり、四例ある。６をみると、舎

利弗を 平 ) ) )と訳している。利( )には 離波多の離を音訳し嘉( s'ja rjir gji /l-/ 12誑( 掴(上 上

。た )など適当な文字があるにもかかわらず子音が異なる )を用いている頗( 誑(上 上/ /l-/ r-/
弗( )と )は全く音が合わない。なお )は子という意味である。これは/f-/ gji gji掴( 掴(上 上
サンスクリットの ( はサギ、 は子) に類する語を直接もしくは間接的s riputra s ri putra ３）

に訳したものに相違ない。舎利弗など常用の固有名にあっては一定の訳語が慣用として用

いられたのであろう。１８は富樓那彌多羅尼子で 平 ) 平 ) 平 ) 平廏( 筥( 夬( 觴(xu lew no
) ) 平 ) 平 ( )) )と訳している。 )は子という意mji to lo dz'ji nji gji gji蚪( 苻( 策( 掴( 掴(上 上 上

。 。 、 、味であり音訳ではない ６および１８は特殊な訳語ということになる 結局 ４例の内４）

今のところ説明が困難なものは７と１５の二例ということになる。これより固有名の音訳

にあって、①平声の後に上声は続かない②語末は平声で終わる、という音訳の傾向を序品

第１折より第３折までの範囲内で認めることができる。このような傾向は、偶然に第１折

より第３折までの間に一定の例が集中したことによるものなのか、あるいは全体に見られ

るものか、今後の西夏語『法華経』の発刊を待つしかない。

仮に、上記音訳の傾向が偶然ではないとしたならば、この傾向を利用してこれまで声調

が不明とされてきた幾つかの西夏文字の声調を推定することができる。まず、声調不詳の

文字を含むイの三例につき 「①平声の後に上声は続かない 「②語末は平声」という傾、 」

向に違反する部分は認められないということを確認する。次いで、 は声調不詳という罩
ことであるが、 不詳)→上声→平声という並びよりみて、①「平声の後に上声は続か罩(
ない」という傾向を適用し、 は上声であったと推定する。他方の は、 )→平罩 樅 樅(不詳
声であるから平声・上声両者の可能性があり絞り込むことはできない。



他の音訳西夏語資料ではどのようであるか。経典の陀羅尼や一般名詞の音訳はどうであ

ろうかなど課題は多い。
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